
 
 

 

横浜市自転車総合計画（素案）のパブリックコメントに合わせた 

自転車適正利用キャンペーンの報告 
 

１．キャンペーンの目的 

 自転車総合計画(素案)のパブリックコメントに合わせ、自転車の安全・適正な利用を促すとともに、自

転車総合計画への関心を高めるため、「自転車適正利用キャンペーン」（以後、キャンペーン）を展開

しました。 

 キャンペーンは、大きく３つのキャンペーンを展開するとともに、キャンペーン告知チラシ等を活用

した自転車保険の加入促進の取組も行いました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２．キャンペーンの周知 

 広報よこはまを始めとする本市広報媒体の活用、告知

チラシの駐輪場利用者等への配付、取材によるタウン

誌掲載などにより、キャンペーンを周知しました。 

 なお、告知チラシ、ポスターの印刷は、広報等協力企

業３社より費用面での協力をいただいています。 

項目 掲出・配架場所 

本市広報媒体 広報よこはま、ホームページ、ツイッ

ター 

チラシ（５万部） 駐輪場、区役所、自治会・町内会、 

協賛事業者等 

ポスター(200 部) 駐輪場、区役所等 

精算機モニター 瀬谷駅北口駅前駐輪場 

タウン誌掲載 タウンニュース 

 

 

 

自転車総合計画の愛称募集 

●計画を、より親しみやすく、内容をイメージしやす

くなる「愛称」を募集しました。 

●大賞として「愛称」に選ばれた方への賞品や、抽選

プレゼントについては、協力企業よりご提供頂いて

います。 

 

 

 

 

キャンペーン 

1 無料診断・無料点検 

●自転車のプロに診断してもらうことで、安全、安心

な自転車の重要性を認識してい頂く取組です。 

●協力自転車店での無料診断や、市交通安全協会によ

る駐輪場での無料点検を行いました。 

 

 

 

 

キャンペーン 

 ２ 

自転車利用促進マップ 

●お出かけ前に、自転車事故の多い場所や、駐輪場の

位置等を、パソコン上で見ることができるマップを

作成しました。 

●マップの公開については、経済産業省が実施してい

る「観光予報プラットフォーム」と連携しています。 

 

 

 

 

キャンペーン 

３ 自転車保険への加入促進の啓発 

●今回のキャンペーンチラシには「自転車保険の加

入」に関する記載を加えており、キャンペーンの広

報と連携した保険加入の啓発を行っています。 

 

 

 

 

キャンペーン 

 連携 

広報 

資料３ 



 
 

 

個別キャンペーンの事業結果の報告 
 
 
 

キャンペーン① 自転車総合計画の愛称募集 

    ～総合計画を、もっと分かりやすく、親しみやすく!! 

▽具体的な取組━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

 横浜市自転車総合計画がより親しみやすく、内容をイメージしやすくなるような「愛称」を募集しま

した。 

 応募された作品の中から、横浜市自転車総合計画の「愛称」とする作品を「大賞」として選出します。 

 キャンペーンでは計画の趣旨にご賛同いただいた協力企業様より、大賞の賞品や協力企業賞、参加賞

の賞品をご提供いただきました。 

 

 

 

 

 

 
 

▽実施結果 ━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

 「愛称」募集では、265 件（１名１件のみ）の応募がありました。 

 この中から、横浜市自転車総合計画の愛称としての適切さや分かりやすさなどの視点を踏まえ、５候

補に選定しました。自転車等施策検討協議会における協議を踏まえ、最終的な「大賞」を決定します。 

 
 
 
 

 

 

①「愛称」の応募 

●横浜市自転車総合計

画(素案)を見たうえ

で、愛称を応募。 

●メール、FAX、郵送

での応募頂きました。 

 

 

 

募集期間 

H２８年２月１日～３月４日 

 

応募資格 

市内在住・在勤・在学の方、又は 

市内で自転車利用の予定がある人 

審査 

抽選 

★大賞（１名） 「愛称」として採用 

賞品：商品券５万円分（企業よりご提供） 

★協力企業賞（全５５名） 

自転車、バッグ等企業７社からご提供 

★参加賞（全３０名） 

反射ストラップなど企業１社からご提供 

②審査・抽選 

①審査の視点 

 横浜市の自転車総合計画として、内容がイメージし

やすい愛称であることを基本に、安全、快適等の計

画が求める意図や、言葉の分かりやすさといった、

以下の３つの視点を踏まえ、265 件の応募の中か

ら、「愛称」となる候補を５つ選びました。 

 

 

★大賞の候補 

②審査の結果 

視点① 安全、正しいルール等の意図が伝わる 

視点② 快適さ、楽しさ等の意図が伝わる 

 視点③ 言葉が明快で、分かりやすい（補足不要等） 

 
 この５つの候補について、検討協議会において、協

議を行い、相応しい愛称を確定します。 

 

 

候補① ハマカゼ リンリンプラン 

候補② 快適サイクルプラン横浜 

候補③ はまっ子自転車安心プラン 

候補④ 横浜サイクルセーフティプラン 

候補⑤ 横浜ハッピー自転車計画 

候補⑥ 楽しく守って横浜自転車プラン 



 
 

 

 

キャンペーン② 無料診断・無料点検 

       ～自転車のプロに診断・点検してもらい、もっと安全・安心に!! 

▽具体的な取組━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

 神奈川県自転車商協同組合の協力のもと、「自転車無料診断 協力店舗」ステッ

カー（右図）のある自転車店で、無料診断を行っていただいています。 

 横浜市交通安全協会の協力のもと、市営の駐輪場で、自転車の無料点検を行っ

ていただきました。 

▽実施結果 ━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

 自転車無料診断は２１店舗の自転車店にご協力いただき実施しています。 

 無料点検は７箇所の市営駐輪場で、市交通安全協会にご協力いただき実施しました。 

 

 

 

 

 

 
 

キャンペーン③ 自転車利用促進マップ 

   ～お出かけ前に情報を知り、安全・便利に使いましょう!! 

▽具体的な取組━━━━━━━━━━━━ 

 市内にある市営駐輪場（横浜市作成）や、市内で

発生した自転車関連事故（神奈川県警作成）のデ

ータを地図データ化し、公開しました。 

▽実施結果━━━━━━━━━━━━━━ 

 駐輪場 238 箇所、自転車事故 7,311 件のデータ

を作成しました。 
 

連携啓発活動 自転車保険の加入促進の啓発 

 キャンペーンの告知チラシ 5 万枚、ポスター200

枚に自転車保険の加入促進に関する記事を記載し

ました。 

 キャンペーンの展開が、自転車保険加入の啓発に

もつながっています。 

経済産業省「観光予報プラットフォーム」 

での表示例（戸塚駅周辺） 

①自転車無料診断（自転車店での実施） 

●ステッカーのある自

転車店に自転車を持

ち込むと、無料で診断

を受けられます。 

●修理等が発生した場

合、その場で対応でき

ます（実費負担）。 

 

 

 

実施期間（実施中） 

H２８年２月１日～５月３１日 

実施店舗数 

市内２１店舗 

協力 

神奈川県自転車商協同組合 

②自転車無料点検（市営駐輪場での実施） 

●横浜駅、戸塚駅など７

駅の市営駐輪場で、自

転車の無料点検を行

いました。（実施期間

中に、各駐輪場で１日

ずつ実施） 

実施期間（終了） 

H２８年２月３日～２月１９日 

実施店舗数 

市営駐輪場７箇所 

協力 

横浜市交通安全協会 



          【参考】キャンペーン告知チラシ 

 

 
 



          【参考】キャンペーン告知チラシ 

 

 
 
 
 


